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心
象
ス
ケ
ッ
チ

ー
賢
治
と
八
十
と
み
す
c

j

は
じ
め
に

l
、
英
断

ま
も
な
く
『
宮
沢
賢
治
が
切
り
拓
い
た
世
界
と
は
何
か
』
と
い
う
論
集
が
、

笠
間
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
る
。
佐
藤
泰
正
編
・
笠
間
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
-
梅
光
学

院
大
学
公
開
講
座
の
第
臼
集
で
あ
る
。
執
筆
者
は
「
宮
津
賢
治
語
葉
辞
典
』
の

著
者
、
宗
教
家
、
詩
人
、
大
学
教
授
で
日
本
近
代
文
学
研
究
家
達
で
占
め
ら
れ

て
い
る
。
寄
稿
さ
れ
て
い
る
先
生
方
は
、
「
宮
津
賢
治
賞
」
等
の
受
賞
者
を
は

じ
め
、
賢
治
研
究
に
と
っ
て
は
欠
か
せ
な
い
先
生
方
ば
か
り
で
あ
る
。
ひ
と
え

に
わ
が
国
の
近
代
文
学
の
泰
斗
で
、
平
成
9
年

(
1
9
9
7
)
第
7
四
宮
浮
賢

治
賞
受
賞
者
の
、
佐
藤
泰
正
先
生
の
存
在
で
あ
ろ
う
。
そ
ん
な
伝
統
と
重
厚
な

論
集
に
、
真
に
浅
学
非
才
な
私
を
交
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
先
生
の
英
断
で

あ
る
。
平
成
お
年

(
2
0
l
3
)
ロ
月
、
「
賢
治
と
み
す
ず
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
、

面
白
い
と
思
い
ま
す
よ
。
」
こ
の
思
い
が
け
な
い
声
か
け
が
、
今
回
の
論
集
に

ま
で
繋
が
っ
た
。

木

I会1ヨ
互主

美

原

2
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

先
生
か
ら
本
当
の
意
味
の
、
学
問
の
真
髄
と
は
何
か
と
い
う
聞
を
投
げ
か
け

ら
れ
た
。
そ
れ
は
論
集
編
者
で
あ
る
先
生
に
出
版
社
か
ら
届
い
た
、
私
の
原
稿

へ
の
質
問
(
電
話
)
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
起
因
と
な
っ
た
の
は
、
次
の
一
文
で

あ
る
。賢

治
は
大
正
日
年
(
1
9
2
4
)
4
月
、
『
春
と
修
緩
』
を
刊
行
。
添
付
し
た
「
心

象
ス
ケ
ッ
チ
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
大
正

8
年

(
1
9
1
9
)
の
西
倹
八
十
の

処
女
詩
集
『
砂
金
』
自
序
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
も
。
(
賢
治
の
口
語
詩
「
会
食
」

に
は
、
八
十
の
「
柚
の
林
」
・
「
柚
の
実
」
)
西
保
八
十
は
み
す
ず
の
師
。

こ
れ
は
先
に
述
べ
た
原
稿
の
終
わ
り
に
、
八
十
と
み
す
f

の
類
似
点
と
相
違

点
を
記
し
た
も
の
だ
。
そ
の
類
似
点
の
ひ
と
つ
に
、
二
人
に
共
通
す
る
人
物
と

し
て
酉
候
八
十
を
あ
げ
た
。
先
生
と
の
会
話
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
木
原
さ
ん
、
賢
治
の
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
と
い
、
つ
こ
と
ば
は
、
西
保
八
十
の

影
響
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
な
恨
拠
か
ら
で
し
ょ
う
か
?
」

「
は
い
、
原
先
生
の
語
葉
辞
典
に
、
八
十
の
『
砂
金
』
と
の
関
係
が
書
い
て
あ

り
ま
し
た
。
」

「
『
砂
金
』
は
読
ま
れ
ま
し
た
か
?
」



「
い
い
、
ぇ
。
」

「
み
す
ず
は
賢
治
の
作
品
を
読
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
か
?
」

「
い
い
え
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
」

「
八
十
の
作
品
は
、

み
す
f

に
影
響
し
て
い
ま
す
か
?
」

「
は
い
。
」

~賢治と八/-とみす~" --.. 

「
八
十
の
全
集
は
読
ま
れ
ま
し
た
か
?
」

「
い
い
‘
ぇ
。
」

数
日
後
、
町
歳
の
先
生
は
『
西
僚
八
十
全
集
』
を
、
手
渡
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

正
直
に
申
す
と
八
十
全
集
は
、
か
つ
て
手
に
し
て
い
た
。
し
か
し
単
に
目
を

通
し
た
だ
け
で
決
し
て
、
読
ん
だ
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
何
よ
り
の
証
拠

は
先
生
の
聞
に
「
は
い
」
と
、
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
先
生
か
ら
の
書

籍
を
前
に
恥
じ
入
り
な
が
ら
、
な
ん
と
幸
せ
者
か
と
「
ほ
ん
と
う
の
、
ほ
ん
と

う
の
師
」
に
頭
を
た
れ
る
私
で
あ
っ
た
。
先
生
は
常
に
「
文
学
は
人
間
学
で
あ

る
」
と
行
聞
を
通
し
て
、
人
間
の
あ
り
方
を
説
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
そ
の

先
生
か
ら
「
学
問
の
真
髄
」
を
、
直
球
で
問
い
た
だ
さ
れ
た
の
だ
。
無
謀
だ
と

思
い
な
が
ら
も
、
何
と
か
先
生
へ
の
返
球
と
い
う
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
は
じ

め
た
い
と
思
っ
た
。

心
象
ス
ケ
ッ
チ

1
、
ど
う
い
う
意
味
?

心象スケッチ

「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
と
い
え
ば
、
単
に
賢
治
を
象
徴
す
る
こ
と
ば
だ
と
思
っ

て
き
た
。
丁
寧
に
向
き
合
い
た
い
と
思
う
。
手
持
ち
の
『
日
本
語
大
辞
典

(
1
9
8
9
年
・
講
談
社
)
』
以
下
(
日
)
と
す
る
。
『
広
辞
苑

(
2
0
0
8
年・

岩
波
書
庖
)
』
以
下
(
広
)
と
す
る
、
『
定
本
宮
沢
賢
治
語
葉
辞
典

(
2
0
1
3
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年
・
筑
摩
書
房
)
』
を
繰
っ
て
み
た
。
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
を
一
般
の
辞
典
で
は
、

見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
分
解
し
て
呈
示
し
て
み
る
。

(
広
)
心
意
識
に
浮
か
ん
だ
姿
や
像
。
心
像
。

(
日
)
想
像
力
に
よ
っ
て
心
の
中
に
描
か
れ
る
、
感
覚
的
・

具
体
的
な
姿
や
形
。

(
広
)
概
略
・
印
象
を
絵
や
図
に
写
し
と
る
こ
と
。

「
心
象
」

「
ス
ケ
ッ
チ
」

(
日
)
写
生
す
る
こ
と
。

対
し
て
賢
治
語
葉
辞
典
で
は
、
お
よ
そ
3
2
0
0
字
に
及
ぶ
多
岐
に
わ
た
る

参
考
資
料
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
「
心
象
」
の
歴
史
か
ら
、
要
約
し
て
み
た
い
。

作
品
に
「
心
象
」
と
い
う
表
現
を
見
つ
け
ら
れ
る
年
代
は
、
明
治
期
で
あ
る

も
の
の
、
大
正
期
で
も
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
「
心
象
」
と
い
う
語
を

賢
治
以
前
に
使
っ
た
文
人
達
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

伊
達
源
一
郎
・
西
保
八
十
・
タ
ゴ

l
ル
・
西
田
幾
多
郎
・
上
田
敏
・
北
原
白
秋
・

小
栗
風
葉
・
長
与
善
郎
等
が
あ
る
。

「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
と
い
う
語
は
、
「
心
象
」
に
「
ス
ケ
ッ
チ
」
と
い
う
こ
と

ば
を
重
ね
て
表
現
し
た
、
賢
治
の
造
語
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
た
。

2
、
命
名
さ
れ
た
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
の
発
表

賢
治
が
命
名
し
た
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
と
い
う
接
頭
語
を
つ
け
た
作
品
の
、

発
表
順
を
紹
介
し
て
み
る
。

①
大
正
ロ
年

(
1
9
2
3
)
4
月
8
日

「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
外
輪
山
」
(
「
東
岩
手
火
山
」
)
(
詩
)
・
岩
手
毎
日
新
聞
掲
載

②
大
正
日
年

(
1
9
2
4
)
4
月
初
日

心
象
ス
ケ
ッ
チ
『
春
と
修
羅
』
(
処
女
詩
集
)
・
関
根
書
庖
刊
行
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*
大
正
凶
年

(
1
9
2
5
)
9
月
1
大
正
日
年

(
1
9
2
6
)
2
月
に
わ
た
っ
て
、

「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
と
い
う
こ
と
ば
を
掲
げ
た
作
品
が
発
表
さ
れ
た
。
代
表
の

タ
イ
ト
ル
を
紹
介
し
て
み
る
と
、
『
銅
鍛
』
(
草
野
心
平
)
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
負

景
二
篇
「
l
命
令
|
」
「
未
来
圏
か
ら
の
影
」
」
・
『
貌
』
(
森
佐
二
心
象
ス
ケ
ッ

チ
「
春
二
篇
「
痘
癒
(
幻
聴
)
」
「
ワ
ル
ツ
第

c
z
号
列
車
」
」
・
「
虚
無
思
想
研
究
』
・

(
辻
潤
)
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
朝
餐
」
な
ど
の
同
人
詩
誌
で
あ
る
。

③
大
正
日
年

(
1
9
2
4
)
ロ
月
1
日

『イ
l
ハ
ト
ヴ
童
話
・
注
文
の
多
い
料
理
屈
』
(
処
女
童
話
集
)
・
東
京
光
原

+ム
Hd一丁
0

・2
1ず

+
l
，，d
l

こ
の
童
話
集
の
接
頭
語
は
、
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
か
ら
「
イ
l
ハ
ト
ヴ
童
話
」

へ
と
変
わ
っ
た
。
大
正
凶
年

(
1
9
2
5
)
『
赤
い
鳥
』
(
鈴
木
三
重
吉
主
宰
)

1
月
号
に
、
『
注
文
の
多
い
料
理
庖
』
の

1
ペ
ー
ジ
広
告
の
掲
載
は
、
あ
ま
り

に
も
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
号
に
金
子
み
す
ず
の
〈
入
船
出
船
〉
の
掲

載
は
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。
尚
「
赤
い
鳥
」
の
広
告
に
は
、
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」

と
い
う
語
は
添
え
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
今
に
残
る
(
林
風
舎
所
蔵
)
大
小

の
広
告
チ
ラ
シ
、
新
刊
取
扱
庖
へ
の
新
刊
書
ご
案
内
の
い
ず
れ
も
が
、
並
々
な

ら
ぬ
、
関
係
者
の
ほ
と
ば
し
る
思
い
に
溢
れ
て
い
る
。
中
で
も
大
き
な
広
告
チ

ラ
シ
の
「
心
象
」
・
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
ま
る
で
賢
治
の
祈

り
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ふ
る
さ
と
イ
l
ハ
ト
ヴ
へ

の
尽
き
な
い
恋
慕
と
、
単
に
児
童
を
喜
ば
せ
る
た
め
の
童
話
で
は
な
い
と
い
う

強
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
敢
え
て
賢
治
の
高
ぶ
り
を
、
広
告
文

の
「
心
象
」
・
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
よ
り
抜
粋
し
て
み
た
い
。

※
文
中
の

O
の
添
付
は
原
文
通
り
。

・
1
テ
パ

l
ン
タ
ー
ル
砂
漠
の
遥
か
な
北
東
、
イ
ヴ
ン
王
国
の
遠
い
東
へ
と

内

u
w
n
w

《
M

内

u

n

v

内
》

考
え
ら
れ
る
。
実
に
こ
れ
は
著
者
の
心
象
中
に
、
こ
の
よ
う
な
情
景
を
持
つ

て
実
在
し
た
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
と
し
て
の
日
本
岩
手
県
で
あ
る
。

ー
深
い
掬
い
の
森
や
、

風
や
影
、

'̂ 

不
思
議
な
都
会
、

山
の
草
ゃ
、

ン
グ
市
迄
続
々
電
柱
の
列
、
そ
れ
は
ま
こ
と
に
あ
や
し
く
も
楽
し
い
国
土

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

こ
の
童
話
集
の
一
列
は
実
に
作
者
の
心
象
ス
ケ
ッ
チ
の
一
部
で

で
あ
る
。

あ
る
。

-
1
わ
れ
ら
は
田
園
の
風
と
光
と
の
中
か
ら
つ
や
、
か
な
果
実
や
、
青
い
じ
ゅ

ん
莱
を
一
緒
に
こ
れ
ら
の
心
象
ス
ケ
ッ
チ
を
世
間
に
提
供
す
る
も
の
で
あ

る

賢
治
の
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
と
は

す
で
に
賢
治
の
心
象
ス
ケ
ッ
チ
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
誰
に
で
も
分

か
り
ゃ
す
い
解
説
を
見
つ
け
た
の
で
、
一
部
を
紹
介
し
た
い
。

心
象
ス
ケ
ッ
チ
・
・
・
信
時
哲
郎

「
賢
治
は
、
自
分
の
意
識
の
中
に
浮
か
ん
だ
イ
メ
ー
ジ
(
見
た
も
の
聞
い
た

も
の
だ
け
で
な
く
、
自
分
が
思
っ
た
こ
と
、
幻
覚
や
幻
聴
な
ど
も
含
む
)
を
、

で
き
る
だ
け
忠
実
に
書
き
留
め
る
こ
と
を
創
作
活
動
の
基
本
に
置
き
、
そ
れ

を
心
象
ス
ケ
ッ
チ
と
呼
ん
だ
(
英
語
で

E
g
g
-
呉
2
n
y
B
a
s包
と
も
書
い

た
)
。
こ
う
し
た
意
識
が
最
も
強
か
っ
た
の
は
、
賢
治
が
2
冊
の
本
を
刊
行
し

た
こ
ろ
だ
ろ
う
。
ー
心
象
ス
ケ
ッ
チ
と
い
う
名
称
は
形
式
に
与
え
ら
れ
た
も
の

で
な
く
、
方
法
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
賢
治
が

こ
う
し
た
新
し
い
名
称
(
概
念
)
を
作
っ
た
の
は
、
彼
に
と
っ
て
創
作
が
、
文

学
作
品
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
よ
り
、
む
し
ろ
宗
教
書
や
思
想
書
、
科
学

書
に
近
い
本
、
す
な
わ
ち
「
歴
史
や
宗
教
の
位
置
を
全
く
交
換
し
よ
う
と
(
大

正
凶
年
2
月
9
日
森
佐
一
宛
書
簡
よ
り
こ
し
た
本
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。



(
『
宮
津
賢
治
大
辞
典
』
渡
部
芳
紀
編
・
勉
誠
出
版
・
平
成
四
年
8
月
)

「
心
象
」

『
砂
金
』
自
序
と
賢
治
の

『
春
と
修
羅
』
序
|
|

賢
治
の
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
と
い
う
こ
と
ば
が
生
ま
れ
る
一
つ
に
、
八
十
の

影
響
が
あ
る
の
で
は
と
い
う
説
は
、
原
子
朗
著
『
定
本
宮
津
賢
治
語
葉
辞
典
』

に
あ
る
。

「
メ
ン
タ
ル
ス
ケ
ッ
チ

(
E
g
g
-
m
W
O
R
F
)
。
恩
田
逸
夫
に
よ
れ
ば

1
影
響
源

の
自
序
等
を
あ
げ
て
い
る
。
西
僚
の
も
の
は
次

と
し
て
は
西
僚
八
十
『
砂
金
』

の
と
お
り
。

~賢治と八十とみす，._

「
悶
々
と
し
て
去
来
し
、
過
ぎ
て
は
遂
に
捉
ふ
る
事
な
き
梢
頭
の
風
の
如
き

ろ

え

ん

ヲ

ロ

ヲ

7
4
ル

心
象
。
迂
遠
な
環
境
描
写
ゃ
、
粗
硬
な
説
明
辞
を
似
て
し
て
は
そ
の
横
顔
を
す

ら
示
し
得
な
い
吾
人
が
日
夜
の
心
象
の
記
録
を
、
出
来
得
る
か
ぎ
り
完
全
に
作

り
置
か
う
と
す
る
の
が
私
の
願
ひ
で
あ
る
」
。
西
僚
の
「
心
象
」
の
語
は
タ
ゴ
ー

ル
の
訳
詩
集
(
『
ギ
タ
ン
チ
ヤ
リ
』
増
野
三
良
訳
1
9
1
5
東
雲
堂
)
の
序
文

イ
メ
ー
ジ

に
繰
返
さ
れ
る
訳
語
「
神
と
慕
ふ
心
の
心
象
」
か
ら
の
影
響
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
訳
詩
集
を
賢
治
も
読
ん
だ
に
ち
が
い
な
い
(
テ
パ

l
ン
タ
l
ル
砂
漠
)
と
す

れ
ば
、
西
僚
経
由
、
賢
治
直
接
の
摂
取
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
よ

心象スケッチ

西
候
八
十
は
大
正
8
年

(
1
9
1
9
)
6
月
お
日
・
尚
文
堂
よ
り
、
処
女
詩

集
『
砂
金
』
を
刊
行
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
神
秘
的
な
象
徹
詩
を
完
成
し
た
詩
人

で
歌
人
の
、
三
木
露
風
の
示
唆
を
受
け
た
と
さ
れ
て
い
る
。
(
季
刊
詩
誌
『
無
限
』

第
叫
号
・
昭
和
田
年
6
月
)
。
こ
の
詩
集
の
自
序
で
「
心
象
」
に
つ
い
て
八
十
は
、

次
の
よ
う
に
発
し
、
締
め
く
く
っ
た
。
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-
詩
作
の
態
度
と
し
て
は
。
私
は
終
始
自
分
の
心
象
の
完
全
な
複
本
を
獲
た

い
と
の
み
望
ん
で
い
た
。

-
心
象
の
記
録
者
で
あ
る
以
上
、
私
が
そ
の
心
象
の
、
強
く
正
し
き
人
間
の

心
象
で
あ
れ
か
し
と
こ
い
ね
が
っ
て
居
る
事
は
云
ふ
ま
で
も
無
い
。

こ
こ
で
今
一
度
恩
田
逸
夫
が
、
賢
治
の
『
春
と
修
羅
』
の
序
に
、
八
十
の
象

徴
詩
集
『
砂
金
』
自
序
の
影
響
を
見
た
文
(
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
の
源
流
」
『
賢
治

研
究
』
昭
和
必
年
4
月
)
」
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

*
「
八
十
・
・
・
「
詩
作
の
態
度
と
し
て
は
、
私
は
終
始
自
分
の
心
象
の
完
全

な
複
本
を
獲
た
い
と
の
み
望
ん
で
ゐ
た
。
」
(
ル
ピ
原
文
)

*
賢
治
・
・
・
「
わ
た
く
し
と
い
ふ
現
象
は
/
仮
定
さ
れ
た
有
機
交
流
電
燈
の

/
ひ
と
つ
の
青
い
照
明
で
す
」
「
こ
れ
ら
は
二
十
二
箇
月
の
/
過
去
と
か
ん
ず

る
方
角
か
ら
/
紙
と
鉱
質
イ
ン
ク
を
つ
ら
ね
/
(
す
べ
て
わ
た
く
し
と
明
滅
し

/
み
ん
な
が
同
時
に
感
ず
る
も
の
)
/
こ
こ
ま
で
た
も
ち
つ
ず
け
ら
れ
た
/
か

げ
と
ひ
か
り
の
ひ
と
く
さ
り
づ
っ
/
そ
の
と
ほ
り
の
心
象
ス
ケ
ッ
チ
で
す
」

ま
た
八
十
の
「
柚
の
林
」
・
「
柚
の
実
」
(
『
砂
金
』
)
は
、
賢
治
の
「
会
食
」
(
『
春

と
修
羅
口
語
詩
編
補
遺
詩
篇
』
)
に
、
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
窺
え
る
。

西
線
八
十
と
金
子
み
す
ず

金
子
み
す
f

は
平
成
8
年

(
1
9
9
6
)
以
来
、
小
学
校
の
教
科
書
で
、
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
み
す
ず
が
師
と
仰
い
だ
の
が
、
詩
人
・
フ
ラ
ン
ス
文
学

者
・
童
謡
、
歌
謡
曲
の
詞
で
著
名
な
西
候
八
十
で
あ
る
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
金
子

み
す
ず
(
本
名
・
金
子
テ
ル
)
は
、
信
濃
に
か
か
る
枕
詞
で
、
ス
ズ
タ
ケ
の
異

称
で
あ
る
「
ミ
ス
ズ
タ
ケ
」
に
因
ん
で
、
自
身
が
命
名
し
た
も
の
で
あ
る
。
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大
正
ロ
年

(
1
9
2
3
)
6
月、

4
雑
誌
社
に
投
稿
し
た

5
作
品
の
す
べ
て

が、

9
月
号
に
活
字
と
な
っ
て
掲
載
さ
れ
た
。
『
童
話
』
に
〈
お
魚
〉
・
〈
打
出

の
小
槌
〉
、
『
金
の
星
』
に
〈
八
百
屋
の
お
鳩
〉
、
『
婦
人
倶
楽
部
』
に
〈
芝
居
小

屋
〉
、
『
婦
人
画
報
』
に
〈
お
と
む
ら
ひ
〉
で
あ
っ
た
。
注
目
す
べ
き
は
選
者
が
『
金

の
星
』
の
野
口
問
情
を
除
い
て
、
残
り
の

3
冊
は
す
べ
て
西
保
八
十
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
師
と
仰
ぐ
べ
き
人
が
、
既
に
こ
の
と
き
西
候
八
十
で
あ
っ
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
。

そ
し
て
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
八
十
は
『
童
話
』

9
月
号
の
選
評
で
「

1

こ
の
感
じ
は
ち
ゃ
う
ど
英
国
の
ク
リ
ス
テ
イ
ナ
ロ
ゼ
ツ
テ
イ
女
史
の
そ
れ
と

同
じ
だ
。
閏
秀
の
童
謡
詩
人
が
皆
無
な
今
日
、
こ
の
調
子
で
努
力
し
て
頂
き
た

い
と
お
も
ふ
。
」
と
、
無
名
の
新
人
に
最
高
の
、
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。
な
お
前

記
の
〈
お
と
む
ら
ひ
〉
は
、
大
正
日
年

(
1
9
2
4
)
叩
月
『
現
代
叙
情
小
曲

選
集
』
(
香
蘭
杜
)
西
僚
八
十
編
集
に
収
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
遺
稿
集
で
あ

る
3
冊
の
手
書
き
の
手
帳
、
『
金
子
み
す
f

全
集
』

(
1
9
8
4
・
2
J
U
L
A

出
版
局
)
の

3
巻
に
も
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
作
品
を
詠
め
ば
、
金
子
み
す
ず

に
必
ず
付
く
「
童
謡
詩
人
」
と
い
う
冠
頭
語
が
た
ち
ま
ち
消
え
て
し
ま
う
。
私

が
詩
人
と
し
て
称
し
た
い
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
デ
ビ
ュ
ー
作
の
一
つ
で
あ
る
〈
お

と
む
ら
ひ
〉
に
は
象
徴
詩
人
・
西
燦
八
十
の
影
響
は
拭
え
な
い
。

お
と
む
ら
ひ

鐘ふ
もみ
な が
らら
なの
し、
、お

おと
供iむ
もら
ゐひ
な
し、

ほ
ん
に
さ
み
し
い
お
と
む
ら
ひ
。

封守涙2憎そう
じにルいす
こに、桃t
めじ大喜色Z
たむきの
花2イなな
ビン、つ
ラク状号か
も の ぶ ' し
、あくさ

とろ
も

す焔5め
ぎがゆら

た文め
日ひ字ら
のにと
おな
もり分
ひもけ
出でせな
はでく

、;燃も

え

る

タ2ゆ
ぐる
れ や
のか
空Zに

"" 
立たい

ちま
の
ぼ
る

み
す
f

が
目
に
し
た
と
思
わ
れ
る
、
関
連
書
物
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
砂
金
』
(
大
正
8
年

(
1
9
1
9
)
6
月
)

『
鶏
鵡
と
時
計
』
(
大
正
叩
年

(
1
9
2
1
)
1
月
)

『
西
候
八
十
・
童
謡
全
集
』
(
大
正
日
年

(
1
9
2
4
)
5
月
)

著
名
な
『
砂
金
』
の
自
序
で
は
詩
作
が
「
心
象
」
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
、
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
み
す
f

が
こ
の
「
心
象
」
を
承
知
し

て
い
た
こ
と
は
・
充
分
推
察
で
き
る
。
な
お
同
書
に
は
詩
人
の
「
灰
野
庄
平
氏

に
献
ず
」
と
し
て
、
「
遠
き
唄
童
謡
九
篇
」
が
、
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

中
に
明
ら
か
に
み
す
ず
に
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
代
表
的
な
作
品
の
タ
イ
ト

ル
と
一
部
を
紹
介
し
て
み
た
い
。



鈴
の
音

西
保
八
十

泥Z御T黄き王
の供I金ん様
馬iののの

馬馬馬
はは

王
様
の
お
馬

金
子
み
す
ず

王
様
の
お
馬
は
木
の
お
馬

お
供
の
馬
は
、
土
の
馬

王
様
の
お
馬
は
金
の
馬

お
供
の
馬
は
銀
の
馬

次
に
紹
介
す
る
の
は
、
雰
囲
気
が
似
通
っ
た
作
品
で
あ
る
。

手
品

ん
な
手て
づ
ま西
が保
使Z八
ひ十
た

~賢治と八十とみすず~

昨T姉2おお
夜十さ母2父f
貰:んささ
つのんん
た舞t。に
巴2踏B
旦合靴4
杏T、

心象スケッチ

屋。教?窓E竃i
根ね会Rか の
に堂と ら う
との'見みへ
ま円まえの
つ屋:る黒i
た根己帆5猫空
白与と前1に
鳩2、船工
と

J9 

青2み
いん
マな
ン纏i
トめ
をた
おそ
ひの
かう
ぷへ
せ に

う
ち
で

打
出
の
小
槌

私E打;
はし出3
何Eの
を小
出だ槌
しを
ま貰t金
せっ子
うたみ
b らす

毎t赤t唄主ま姉空羊す
日Eいのださ糞2
踊f帽ネ上与ま ん
を 子3手主だとカ
見みのなそおス
ま小三鳴きれんテ
せ人:鵡4よな ラ
うををりじ
か出だ出だ真ミ腕も甘f
。しし自主時f納5

ててな計じ豆f

大?背fーい
人主丈日寸?い
に を法手え
な出だ師て
れしがそ
たてしれ
らーたよ
うぺやり
れんうか
しににお凶
い 話手
なの】
。

虞f明ゐ
紅μ?
なり
蓄ぼや
穣ら

な
る

て

つ

か

」
ん
な
手
づ
ま
が
使
ひ
た
い
。

み
す
ず
に
は
、
自
身
の
手
に
よ
る
詩
作
に
関
す
る
方
法
論
や
資
料
等
は
皆
無

で
あ
る
。
八
十
作
品
の
影
響
が
色
濃
い
な
か
、
手
が
か
り
を
得
た
。

金
子
み
す
0

・
と
『
曲
線
八
十
童
謡
全
集
』

平
成
日
年

(
2
0
0
3
)
7
月
白
日
、
み
す
ず
が
『
西
保
八
十
童
謡
全
集
』

を
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
証
言
者
は
、
み
す
f

の
元
・
夫
、
宮
本

啓
喜
氏
の
長
男
、
宮
本
喜
一
郎
氏
で
あ
っ
た
。
大
阪
で
の
出
会
い
で
、
同
伴
者

の
田
中
和
夫
氏
(
下
関
在
住
)
と
共
に
得
た
。
貴
重
な
応
答
は
次
の
通
り
で
あ
っ

た「
お
父
さ
ん
が
残
さ
れ
た
本
な
ど
、
何
か
あ
り
ま
し
た
か
」

「
・
・
-
本
で
す
か
。
今
は
手
許
に
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
子
供
の
頃
、
父
の

書
棚
に
不
似
合
な
本
が
あ
っ
た
の
で
、
尋
ね
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
」

「
何
か
、
特
徴
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。
」

「
濃
い
緑
の
表
紙
で
し
た
。
」

「
お
父
さ
ん
は
、
何
か
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
。
」

「
父
は
、
西
候
八
十
が
好
き
な
女
の
人
か
ら
貰
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
」

喜
一
郎
氏
が
子
供
心
に
印
象
的
だ
っ
た
濃
い
緑
の
表
紙
の
本
は
、
『
西
候

八
十
童
謡
全
集
』
の
こ
と
で
あ
る
。
私
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ほ
る
ぷ
出
版

の
名
著
復
刻
の
同
書
を
す
で
に
こ
の
時
、
書
棚
に
持
っ
て
い
た
。
本
体
も
カ
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パ
ー
も
ク
ロ
ー
ム
グ
リ
ー
ン
に
包
ま
れ
た
凡
そ
二
百
ペ
ー
ジ
に
は
幾
枚
も
の

付
筆
を
挟
ん
で
親
し
ん
で
い
た
。
実
に
貴
重
な
証
言
と
な
っ
た
。

残
念
な
こ
と
に
宮
本
宣
二
郎
氏
は
平
成
お
年
1
月
、
乃
歳
で
鬼
籍
に
入
ら
れ

た
こ
と
で
あ
る
。

西
係
八
十
と
金
子
み
す
す
の
作
品

次
に
み
す
f

の
作
品
に
は
、
八
十
に
共
通
す
る
モ
ダ
ン
な
小
道
具
や
色
彩
が

溢
れ
て
い
る
。
作
品
か
ら
思
い
つ
く
ま
ま
に
、
「
こ
と
ば
」
を
並
べ
て
み
よ
う
。

ジ
ヤ
あ

円
屋
根
の
教
会
堂
・
金
の
麹
・
一
扉
・
馬
車
・
羊
飼
い
・
御
殿
・
三
つ
星
・

か
ら
か
ね

青
銅
の
豚
・
金
の
か
む
り
の
お
ひ
め
さ
ま
・
し
ら
ゆ
り
島
・
十
三
人
の
泥
棒
・

銀
の
ヴ
ェ
ー
ル
・
ト
ラ
ン
プ
・
ジ
ヤ
ツ
ク
・
ダ
イ
ア
・
ハ
ー
ト
・
ス
ペ
ー
ド
・

ク
ラ
ブ
・
天
使
・
神
さ
ま
・
七
つ
星
・
王
子
さ
ま
・
か
り
う
ど
・
小
び
と
・

し
ゃ
っ
ぽ

帽
子
・
王
様
・
女
王
・
王
女
・
人
魚
・
魔
法
・
世
界
中
・
白
い
鵠
鵡
・
蓄
蔽
・

マ

ン

ト

ラ

μ

プ

し

ち

り

ぐ

っ

こ

が

ね

ク
ロ

l
パ
・
マ
ド
ロ
ス
・
か
く
れ
外
套
・
魔
法
の
洋
燈
・
七
里
靴
・
黄
金
の
車

き

ん

テ

ー

ブ

ル

の
輪
・
黄
金
の
卓
子
・
星
な
ど
な
ど
。

い
づ
れ
も
八
十
と
み
ま
が
う
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
ん
な
、
言
葉
の
背
後
か
ら
、

時
折
穆
々
と
忍
び
寄
っ
て
く
る
、
二
人
の
母
恋
に
つ
い
て
は
今
回
触
れ
な
い
も

の
の
、
「
さ
み
し
さ
」
を
詠
っ
た
作
品
を
ご
紹
介
し
よ
う
。

大
正
日
年
『
童
話
」

大
正
凶
年
『
空
の
か
あ
さ
ま
』

4
月
号

お
月
さ
ん

闇
夜
の
星

市
」
か
ん
本
吻
川
、

L
l

「
引

υι

，M引ド
J

，ノ↑

金
子
み
す
f

お
月
さ
ん

p
e
川
U

E
可
】

闇
夜
の
迷
子
の

ひ
と
り
な
の
?

星
ひ
と
つ
。

わ
た
し
も
や
っ
ぱ
り

ひ
と
り
な
の
。

お
月
さ
ん

空
の
上

私
は
並
木
の

+
早
の
上

お
月
さ
ん

い
く
つ
な
の
つ

わ
た
し
は
七
つ

親
な
し
子

お
月
さ
ん

も
う
か
へ
る

わ
た
し
も
そ
ろ
そ
ろ

ね
む
た
い
の

お
わ
り
に

賢
治
、

八
十
、

み
す
f

の
成
育
環
境
を
次
に
留
意
し
て
並
べ
て
み
た
い
。

生
誕
地
(
現
・
地
名
)

2 

家
業
と
家
族

3 

家
の
宗
教

あ
の
子
は

女
の
子
で
せ
う
か
。

私
の
や
う
に

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
、

あ
の
子
は

女
の
子
で
せ
う
か
。



成
育
期

最
終
学
歴

宮
沢
賢
治

(
1
8
9
6
1
1
9
3
3
)

l

岩
手
県
花
巻
市
豊
沢
町

(
三
陸
大
津
波
と
は
、
賢
治
誕
生
、
終
駕
の
年
に
襲
っ
た
津
波
を
さ
す
。
)

2

資
産
家
「
宮
沢
マ
キ
(
一
族
こ
の
質
屋
の
長
男
。

一
家
は
大
変
な
読
書
家
で
あ
っ
た
。

3

浄
土
真
宗
。
父
は
求
道
者
で
あ
っ
た
。
小
学
校
時
代
担
任
を
は
じ
め
キ
リ

ス
ト
教
に
熱
心
な
人
と
出
会
っ
た
。
傍
ら
に
は
、
生
活
困
窮
す
る
農
民
の
姿

が
あ
っ
た
。

4 5 4 

家
業
を
継
ぐ
こ
と
に
苦
悩
し
、
家
出
を
す
る
。
法
華
経
に
目
覚
め
ま
こ
と

の
道
を
求
め
続
け
る
。

盛
岡
高
等
農
林
学
校

5 

~賢治と八トとみすず~

西
候
八
十

(
1
8
9
2
1
1
9
7
0
)

東
京
都
新
宿
区
払
方
町

質
屋
を
廃
し
父
が
開
業
し
た
、
石
鹸
製
造
業
(
我
国
の
先
覚
者
)
、
輸
入

l 2 3 
石
鹸
販
売
等
の
裕
福
な
三
男
。

父
は
厳
格
な
、
浄
土
真
宗
の
信
者
。
ロ
歳
で
キ
リ
ス
ト
教
に
出
会
い
、
教

会
に
通
っ
た
。

読
書
家
の
一
方
、
感
動
し
た
物
語
を
再
々
従
業
員
に
披
露
。
日
歳
、
凱
旋

の
将
軍
・
乃
木
希
典
の
私
邸
に
、
父
の
名
代
と
し
て
「
乃
木
ム
ス
ク
石
鹸
」
を
、

献
呈
し
頭
を
撫
で
ら
れ
る
。
凶
歳
で
英
詩
〈
雨
の
日
〉
の
訳
詩
は
、
評
論
家
・

ロ
シ
ア
文
学
者
の
片
上
伸
に
絶
賛
さ
れ
る
。

早
稲
田
大
学

心象スケッチ

4 
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金
子
み
す
f

(
1
9
0
3
1
1
9
3
0
)
 

l 

山
口
県
長
門
市
仙
崎
町

漁
業
中
心
の
中
、
教
科
書
取
扱
屈
の
少
女
(
下
関
の
書
唐
経
営
者
、
叔
母

夫
妻
が
、
亡
き
父
・
養
子
に
し
た
弟
の
代
償
と
し
出
庖
援
助
)

浄
土
真
宗
、
お
寺
が
開
く
日
曜
学
校
に
通
う
。

読
書
家
で
、
聞
き
分
け
の
よ
い
大
人
し
い
少
女
で
あ
っ
た
。
日
才
で
下
関

へ
再
婚
し
て
い
く
母
を
見
送
っ
た
。

大
津
高
等
女
学
校

2 3 4 5 
三
者
を
並
べ
て
み
る
と
、
全
く
異
な
る
成
育
環
境
で
あ
る
。
し
か
し
、
不
思

議
な
く
ら
い
、
共
通
点
も
浮
か
び
あ
が
っ
て
き
た
。

-
一
家
の
暮
ら
し
に
根
付
い
た
宗
教
心

2

措
訳
書
家

3

進
学

更
に
共
に
、
感
受
性
の
鋭
敏
さ
は
尋
常
で
は
な
く
、
誰
も
が
感
じ
る
も
の

以
外
と
、
心
通
わ
せ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
こ
の
三
者
の
「
心
象

ス
ケ
ッ
チ
」
が
生
み
出
し
た
も
の
は
、
山
の
よ
う
な
作
品
群
だ
。
そ
の
一
部

に
し
か
対
峠
し
て
い
な
い
私
で
は
あ
る
が
、
素
直
な
感
想
を
ま
と
め
た
い
。

賢
治

読
む
度
に
、
つ
か
み
き
れ
な
い
程
大
き
く
聾
え
立
つ
。
し
か
も
新
し
い
発

見
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
心
が
ざ
わ
つ
い
た
時
、
た
ま
ら
な
く
読
み
た
く
な

る
。
難
解
な
言
葉
も
、
繰
り
返
し
付
き
合
え
ば
「
こ
の
こ
と
ば
こ
そ
一
番
的

確
だ
!
」
と
納
得
し
て
し
ま
う
。
音
も
色
彩
と
共
に
動
き
出
し
て
く
る
。

八
十

美
術
館
に
行
っ
て
、
絵
画
を
自
の
前
に
し
て
い
る
よ
う
だ
。
油
絵
・
水
彩
・
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パ
ス
テ
ル
・
そ
し
て
日
本
画
。
童
謡
の
世
界
も
豪
華
な
装
丁
の
絵
本
の
よ
う

だ。

み
す
f実

に
身
近
で
、
人
生
の
悲
哀
と
機
微
に
み
ち
て
い
る
。
誰
に
で
も
分
か
る

誰
も
が
口
に
す
る
「
こ
と
ば
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
紡
が
れ
た
世

界
は
、
読
み
手
の
人
生
や
年
齢
に
応
じ
て
広
が
り
と
奥
行
き
を
連
れ
、
目
前

に
映
像
が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
。
賢
治
と
同
様
に
、
登
場
す
る
あ
ら
ゆ
る
も

の
は
、
す
べ
て
人
間
と
対
等
で
あ
る
。

「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
と
い
う
こ
と
ば
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
、
本
論
で
あ
る
。

賢
治
・
八
十
・
み
す
f

作
品
へ
の
取
り
組
む
真
撃
な
姿
勢
や
、
そ
の
「
こ
と
ば
」

に
秘
め
ら
れ
た
方
法
論
等
を
探
す
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
軒
余
曲
折
し
た
。
「
心

象
ス
ケ
ッ
チ
」
と
い
う
賢
治
の
造
語
は
、
人
聞
が
生
き
る
た
め
に
根
源
的
な
も

の
と
向
き
合
う
た
め
の
、
哲
学
的
な
こ
と
ば
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
は
人
間

誰
も
が
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
番
厄
介
な
、
生
き
物

で
あ
る
人
間
の
心
に
、
絶
え
ず
去
来
す
る
思
い
で
あ
り
、
幻
想
で
あ
ろ
う
。
瞬

時
に
消
え
て
は
流
れ
、
流
れ
て
は
湧
き
上
が
る
思
い
で
あ
る
。
時
に
は
、
こ
の

幻
想
の
、
シ
ナ
リ
オ
に
振
り
ま
わ
さ
れ
も
す
る
。
凡
人
で
あ
る
私
は
、
こ
の
思

い
を
と
ら
え
る
術
も
な
く
、
日
々
を
重
ね
て
い
る
。
対
し
て
、
こ
の
「
思
い
」

を
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
る
の
は
、
表
現
者
達
で
あ
ろ
う
。
殊

に
「
ス
ケ
ッ
チ
し
て
こ
と
ば
に
紡
ぐ
」
作
業
に
挑
ん
だ
の
が
、
文
人
達
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
賢
治
を
は
じ
め
、
世
界
の
文
人
達
が
、
「
こ
と
ば
」
と
格
闘
し

続
け
た
こ
と
は
、
作
品
の
行
間
や
推
献
の
あ
と
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

い

の

ち

正
に
文
人
達
の
生
命
を
削
っ
て
生
ま
れ
た
の
が
作
品
で
あ
る
。
佐
藤
先
生
の

力
強
く
説
か
れ
る
「
文
学
と
は
生
き
る
力
だ
」
の
声
が
聴
こ
え
て
く
る
。
そ
し

て
文
人
達
の
残
し
た
「
こ
と
ば
の
力
」
に
、
哀
し
み
の
出
口
と
希
望
へ
の
入
り

口
を
見
つ
け
る
私
で
あ
る
。

最
後
に
佐
藤
先
生
が
今
も
尚
、
文
学
を
通
し
て
、
生
き
方
を
先
導
し
て
く
だ

さ
る
講
義
に
感
謝
は
尽
き
な
い
。

木
原

豊
美

二
O
一
五
・
三
・
四

追

佐
藤
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

二
O
一
五
年
春
、
先
生
と
私
の
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
。
そ

の
原
稿
に
先
生
は
又
し
で
も
、
思
い
も
か
け
な
い
「
こ
と
ぱ
」
を
下
さ
っ
た
。

「
論
集
に
、
お
出
し
下
さ
い
。
」

十
一
月
三

O
日
、
校
正
原
稿
を
前
に
し
た
矢
先
、
先
生
の
許
報
が
届
い
た
。

一
保
が
と
め
ど
な
く
湧
い
て
き
て
、
な
に
も
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

十
二
月
中
旬
、
静
か
で
優
し
い
先
生
の
笑
顔
を
、
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
心
の
中
の
先
生
と
「
賢
治
」
や
「
み
す
ず
」
に
つ
い
て
の
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
を
、
続
け
た
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

先
生
、
本
当
に
本
当
に
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
O
一
五
・
十
二
・
十
九

(
き
は
ら

と
よ
み
)


